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授業の概要
ブラウン運動に基づく確率微分方程式は、1940年代に伊藤清氏によって導入され、

大いなる発展を遂げて今日に至る。また1970年代にはポール・マリアヴァン氏により、
ウィーナー空間上の汎関数解析（マリアヴァン解析）が提唱され、その後、数多くの
美しい研究結果が得られてきた。一方、確率過程論の立場からすると、連続な見本関
数からなるウィーナー空間だけでなく、見本関数に不連続性を伴うようなもの全体の
集合であるウィーナー・ポアソン空間も考察の対象とすることが多い。レヴィ過程や
それに基づく確率微分方程式の解がその典型例であり、数学的な興味だけでなく、ファ
イナンスや制御理論においても関心が寄せられるようになってきている。ブラウン運
動や拡散過程の場合と並行した議論が進められる部分もあるが、見本関数に含まれる
不連続性の影響が反映されることにより、特有の興味深い話題もたくさんある。
この講義では、前半でレヴィ過程およびそれに基づく確率微分方程式に関する基本
理論を解説し、後半はジャンプ型確率過程に対するマリアヴァン解析について、[2]で
述べられている立場から紹介する。講義でのキーワードは以下の通り：

• ポアソン配置、レヴィ過程、伊藤の公式、ギルザノフ変換

• 確率微分方程式、パラメーターに関する連続性・微分可能性

• 確率過程の近似

• ウィーナー・ポアソン空間上のマリアヴァン解析
また時間があれば、最近の話題についてもいくつか触れたいと考えている。

成績評価方法
出席とレポートに基づいて評価する。
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